
7 年 6 月 30 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
活動場所 なないろ事業所内

実施日程 令和6年5月～令和7年2月

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

利用者数　等 3名

＜目的＞
利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

利用者にとってのメリット

＜成果＞
実施した結果

得られた成果

課題点

連携した結果に対する意見または評価

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 なないろ 事業所番号 3510300191

住　所 萩市大字椿東4510-1 管理者名 大田　浩美

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 0838-22-9717 対象年度 令和6年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

トイレ清掃の方法と、責任ある働き方について

仕事において丁寧さが必要であるが、指示者や監督者がいな
くても本人が責任ある仕事を継続できる方法を様々な角度か
ら考え、実践する。より一般に近い状況を作り出すため、
色々な人が利用しての意見等を反映した。

対象者Aさん:手順書がある方が、そうじがやりやすくなった。
対象者Bさん:手順書がある方がいい。
対象者Cさん:始めたばかりなので、手順書を見ながら作業ができて助かっている。

○施設外就労でも同じような状況が起こることを念頭に、そこでこの経験を活かして欲しい。

責任のある仕事の取り組み方について理解する

方法やチェック点を口頭で伝えても途中から変わっている状
況が見えた為、マニュアルを貼ることにより継続できる時間
が伸びた。

本人の意識の継続の為には視覚的支援が有効であることが分
かったことや振り返る時間を持ったことで課題が明確になっ
た。

曖昧な事の判断が難しいため、判断しやすい材料の提示が必
要であることと、困った時に他の人に判断を仰ぐことができ
るとよい。

○多機能事業所のメリットを活かして、他の事業の職員の意見を反映できたことや、振り返りを通じて様々な提示の仕方を
変える工夫を行ったことで本人がより、一般に近い状況での就業を経験できたのではないかと考える。

利用者からの意見・評価

連携先企業（担当者） なないろ施設⾧　大田浩美

様式２


